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（訂正） 

（訂正）「平成 20 年３月期 中間決算短信(連結)」の一部訂正について 

 

 

当社は、平成 23 年５月 20 日付「過年度有価証券報告書等の一部訂正等に関するお知らせ」に

おいて、過年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、平成 20 年１月 10 日付（訂正）「平

成 20 年３月期 中間決算短信(連結)」の一部訂正について添付のとおりお知らせいたします。 

 

 なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線＿＿を付して表示しております。 

 

 

以上 
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1.19年９月中間期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 

 
  

 

 

 
  

平成20年３月期 中間決算短信

(百万円未満切捨て)

(1) 連結経営成績

（訂正前）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 793 △16.7 △151 ― △154 ― △219 ―

18年９月中間期 953 ― 65 ― 61 ― 34 ―

19年３月期 2,118 ― 171 ― 155 ― 73 ―

１株当たり中間 
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間 
(当期)純利益

円 銭 円 銭

19年９月中間期 △18,895 30 ― ―

18年９月中間期 2,981 69 2,867 83

19年３月期 6,339 08 6,118 42

(参考) 持分法投資損益 19年９月中間期 △0百万円 18年９月中間期 ―百万円 19年３月期 △0百万円

（訂正後）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 793 △13.1 △146 ― △148 ― △214 ―
18年９月中間期 913 ― 23 ― 19 ― △7 ―

19年３月期 1,870 ― △80 ― △97 ― △179 ―

１株当たり中間 
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間 
(当期)純利益

円 銭 円 銭

19年９月中間期 △18,442 17 ― ―
18年９月中間期 △652 81 ― ―

19年３月期 △15,455 74 ― ―

(参考) 持分法投資損益 19年９月中間期 △0百万円 18年９月中間期 ―百万円 19年３月期 △0百万円

(2) 連結財政状態

（訂正前）

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 1,515 759 50.1 65,334 69

18年９月中間期 1,347 1,060 78.7 91,598 65

19年３月期 1,971 1,109 56.0 94,789 57

(参考) 自己資本 19年９月中間期 759百万円 18年９月中間期 1,060百万円 19年３月期 1,103百万円

（訂正後）

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 1,268 512 40.4 44,072 80

18年９月中間期 1,305 1,018 78.0 87,972 33

19年３月期 1,711 857 49.7 73,108 30

(参考) 自己資本 19年９月中間期 512百万円 18年９月中間期 1,018百万円 19年３月期 851百万円
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(3) 連結キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年９月中間期 207 △457 50 317

18年９月中間期 △113 △17 103 529

19年３月期 △27 △285 272 517

（訂正後）

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年９月中間期 7 △257 50 317

18年９月中間期 △113 △17 103 529

19年３月期 △27 △285 272 517
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1.19年９月中間期の個別業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

 

 
  

 
  

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

（訂正前） 

 

 
  

（訂正後） 

 

(参考) 個別業績の概要

(1) 個別経営成績

（訂正前）

(％表示は対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 608 △30.9 △175 ― △178 ― △221 ―

18年９月中間期 881 36.1 14 △65.7 21 △11.2 11 △6.7

19年３月期 1,863 ― 75 ― 69 ― 30 ―

１株当たり中間 
(当期)純利益

円 銭

19年９月中間期 △19,018 65

18年９月中間期 1,014 31

19年３月期 2,649 42

（訂正後）

(％表示は対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 608 △27.7 △170 ― △173 ― △215 ―
18年９月中間期 841 29.9 △27 ― △20 ― △30 ―

19年３月期 1,615 ― △177 ― △182 ― △221 ―

１株当たり中間 
(当期)純利益

円 銭

19年９月中間期 △18,565 52

18年９月中間期 △2,620 19

19年３月期 △19,145 40

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 1,487 711 47.8 61,198 14

18年９月中間期 1,274 1,038 81.5 89,635 69

19年３月期 1,877 1,061 56.5 91,119 13

(参考) 自己資本 19年９月中間期 852百万円 18年９月中間期 1,038百万円 19年３月期 1,061百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 1,240 464 37.4 39,936 24

18年９月中間期 1,232 996 80.8 86,009 37

19年３月期 1,617 808 50.0 69,437 87

(参考) 自己資本 19年９月中間期 574百万円 18年９月中間期 996百万円 19年３月期 809百万円
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（訂正前） 

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国住宅市場の大幅調整等による米国経済の減速懸念

や、加えて原油価格・原材料などの高騰や個人消費の伸び悩みなどの懸念材料があり、総じて景気に対

する不透明感への不安を抱えております。 

 個人消費に関しては消費者の商品知識が豊富になる一方、思うように購入に至らないという悩みが企

業間で高まっていますが、インターネット広告市場は2006年の3,630億円（前年比129.3％）から、2007

年には4,534億円を見込まれています。（電通総研調べ）  

 このような環境のもと、当社グループは、『顧客企業の事業収益の拡大を支援するセールスプロデュ

ース事業』を事業の柱として推進する上で、「ベンチャー企業プロデュース」を開始いたしました。有

望なベンチャー企業についてセールスプロデュース業務と同時に、IPO支援業務をも積極的に行うこと

により、業務の拡張を図りました。 

 既存のセールスプロデュース事業につきましては、年々案件の精度が高くなり、かつ規模も大きくな

ってきております。そのため企画段階から成約に至るまでのプロセスが煩雑になり、クライアントとの

調整の遅れや企画倒れとなる案件が数件発生し、第１四半期に続き本中間期末でも、持ち越し案件が発

生し、売上、利益とも未達成に終わりました。 

 以上の結果、当中間期の売上高は793,751千円（対前年同期比16.7％減）、営業損失は151,958千円

（前年同期は65,195千円の営業利益）、経常損失は154,046千円（前年同期は61,536千円の経常利

益）、中間純損失は219,618千円（前年同期は34,456千円の中間純利益）となりました。  

  

１ 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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（訂正後） 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国住宅市場の大幅調整等による米国経済の減速懸念

や、加えて原油価格・原材料などの高騰や個人消費の伸び悩みなどの懸念材料があり、総じて景気に対

する不透明感への不安を抱えております。 

 個人消費に関しては消費者の商品知識が豊富になる一方、思うように購入に至らないという悩みが企

業間で高まっていますが、インターネット広告市場は2006年の3,630億円（前年比129.3％）から、2007

年には4,534億円を見込まれています。（電通総研調べ） 

 このような環境のもと、当社グループは、『顧客企業の事業収益の拡大を支援するセールスプロ 

デュース事業』を事業の柱として推進する上で、「ベンチャー企業プロデュース」を開始いたしまし

た。有望なベンチャー企業についてセールスプロデュース業務と同時に、IPO支援業務をも積極的に行

うことにより、業務の拡張を図りました。 

 既存のセールスプロデュース事業につきましては、年々案件の精度が高くなり、かつ規模も大きくな

ってきております。そのため企画段階から成約に至るまでのプロセスが煩雑になり、クライアントとの

調整の遅れや企画倒れとなる案件が数件発生し、第１四半期に続き本中間期末でも、持ち越し案件が発

生し、売上、利益とも未達成に終わりました。 

 以上の結果、当中間期の売上高は793,751千円（対前年同期比13.1％減）、営業損失は146,691千円

（前年同期は23,195千円の営業利益）、経常損失は148,779千円（前年同期は19,536千円の経常利

益）、中間純損失は214,352千円（前年同期は7,543千円の中間純損失）となりました。 
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（訂正前） 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動により資

金を207,213千円獲得し、投資活動においては457,972千円使用し、財務活動においては資金を50,110千

円獲得した結果、当中間連結会計期間末には317,161千円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純損失140,462千円となりましたが、売上

債権の減少額298,264千円等により207,213千円の獲得となりました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による支出269,249千円等により457,972

千円の使用となりました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入100,000千円等により50,110千円の獲

得となりました。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 自己資本比率：自己資本／総資産  

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

 債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー  

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い  

※営業キャッシュ・フローは、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」を使用しております。有利子負債は、(中間)連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を

支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、(中間)連結キャッシュ・フ

ロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。 

※平成18年９月中間期及び平成19年３月期のインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッ

シュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 

※平成18年９月中間期及び平成19年３月期の債務償還年数については、営業キャッシュ・フローがマイナ

スのため記載しておりません。 

  

(2) 財政状態に関する分析

平成19年３月期
中間期

平成20年３月期
中間期

平成19年３月期

自己資本比率（％） 78.7 50.1 56.0

時価ベースの自己資本比率（％） 266.4 109.0 244.5

債務償還年数（年） ― 0.8 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

― 57.7 ―
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（訂正後） 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動により資

金を7,213千円獲得し、投資活動においては257,972千円使用し、財務活動においては資金を50,110千円

獲得した結果、現金及び現金同等物の減少額は200,649千円となり、当中間連結会計期間末には317,161

千円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純損失135,195千円となりましたが、売上

債権の減少額90,364千円等により7,213千円の獲得（前年同期は113,213千円の使用）、となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による支出111,249千円等により257,972

千円の使用（前年同期は17,811千円の使用）となりました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入100,000千円等により50,110千円の獲

得（対前年同期比51.4％減）となりました。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 自己資本比率：自己資本／総資産  

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

 債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー  

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い  

※営業キャッシュ・フローは、(中間)連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」を使用しております。有利子負債は、(中間)連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を

支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、(中間)連結キャッシュ・フ

ロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。 

※平成18年９月中間期及び平成19年３月期のインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッ

シュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 

※平成18年９月中間期及び平成19年３月期の債務償還年数については、営業キャッシュ・フローがマイナ

スのため記載しておりません。 

平成19年３月期
中間期

平成20年３月期
中間期

平成19年３月期

自己資本比率（％） 78.0 40.4 49.7

時価ベースの自己資本比率（％） 275.0 130.2 281.7

債務償還年数（年） ― 22.1 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

― 2.0 ―
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 （訂正前） 

 
  

４ 中間連結財務諸表

(1) 中間連結貸借対照表

前中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成19年９月30日)

前連結会計年度の 
要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 529,772 317,161 517,810

 ２ 受取手形及び売掛金 384,836 400,873 849,763

 ３ たな卸資産 151,200 1,489 117,149

 ４ 前渡金 107,721 ― ―

 ５ その他 22,647 41,545 88,317

   貸倒引当金 △7,880 △48,071 △38,625

   流動資産合計 1,188,297 88.2 712,998 47.1 1,534,415 77.8

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 24,516 1.8 24,371 1.6 24,267 1.2

 ２ 無形固定資産

  (1) ソフトウェア ― 166,853 16,010

  (2) 販売権 ― 197,757 12,750

  (3) その他 ― 23,027 1.7 6,602 371,213 24.5 100,114 128,874 6.6

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 ※2,4 50,100 258,696 187,602

  (2) 長期営業債権 ― 219,675 ―

  (3) 長期未収金 ― ― 69,050

  (4) その他 61,961 69,966 102,432

   貸倒引当金 △275 111,786 8.3 △141,574 406,763 26.8 △74,682 284,402 14.4

   固定資産合計 159,330 11.8 802,348 52.9 437,544 22.2

   資産合計 1,347,627 100.0 1,515,347 100.0 1,971,960 100.0
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前中間連結会計期間末 

(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末 

(平成19年９月30日)

前連結会計年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 ※5 110,299 352,417 481,633

 ２ 短期借入金 100,000 84,000 100,000

 ３ 一年以内返済予定 

   長期借入金
※2 ― 67,200 30,000

 ４ 賞与引当金 ― 3,544 ―

 ５ その他 76,432 80,673 130,719

   流動負債合計 286,732 21.3 587,835 38.8 742,353 37.6

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 ※2 ― 167,800 120,000

   固定負債合計 ― ― 167,800 11.1 120,000 6.1

   負債合計 286,732 21.3 755,635 49.9 862,353 43.7

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200 330,800 326,600

 ２ 資本剰余金 433,350 439,950 435,750

 ３ 利益剰余金 303,345 126,630 342,329

 ４ 自己株式 ― △27,290 ―

   株主資本合計 1,060,895 78.7 870,090 57.4 1,104,679 56.0

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
― △110,379 △760

   評価・換算差額等合計 ― ― △110,379 △7.3 △760 △0.0

Ⅲ 少数株主持分 ― ― ― ― 5,687 0.3

   純資産合計 1,060,895 78.7 759,711 50.1 1,109,606 56.3

   負債純資産合計 1,347,627 100.0 1,515,347 100.0 1,971,960 100.0

－10－



  
（訂正後） 

 
  

前中間連結会計期間末

(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末

(平成19年９月30日)

前連結会計年度の 
要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 529,772 317,161 517,810

 ２ 受取手形及び売掛金 342,836 348,373 589,363

 ３ たな卸資産 151,200 1,489 117,149

 ４ 前渡金 107,721 ― ―

 ５ その他 22,647 41,545 88,317

   貸倒引当金 △7,880 △48,071 △38,625

   流動資産合計 1,146,297 87.8 660,489 52.0 1,274,015 74.4

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 24,516 1.9 24,371 2.0 24,267 1.4

 ２ 無形固定資産

  (1) ソフトウェア ― 14,120 16,010

  (2) 販売権 ― 197,757 12,750

  (3) その他 ― 23,027 1.8 6,602 218,480 17.2 100,114 128,874 7.5

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 ※2,4 50,100 216,696 187,602

  (2) 長期営業債権 ― 219,675 69,050

  (3) その他 61,961 69,966 102,432

   貸倒引当金 △275 111,786 8.5 △141,574 364,763 28.8 △74,682 284,402 16.6

   固定資産合計 159,330 12.2 607,614 48.0 437,544 25.6

   資産合計 1,305,627 100.0 1,268,113 100.0 1,711,560 100.0

－11－



前中間連結会計期間末 

(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末 

(平成19年９月30日)

前連結会計年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 ※5 110,299 352,417 481,633

 ２ 短期借入金 100,000 84,000 100,000

 ３ 一年以内返済予定 

   長期借入金
※2 ― 67,200 30,000

 ４ 賞与引当金 ― 3,544 ―

 ５ その他 76,432 80,673 122,819

   流動負債合計 286,732 22.0 587,835 46.4 734,453 42.9

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 ※2 ― 167,800 120,000

   固定負債合計 ― ― 167,800 13.2 120,000 7.0

   負債合計 286,732 22.0 755,635 59.6 854,453 49.9

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200 330,800 326,600

 ２ 資本剰余金 433,350 439,950 435,750

 ３ 利益剰余金 261,345 △120,602 89,829

 ４ 自己株式 ― △27,290 ―

   株主資本合計 1,018,895 78.0 622,857 49.1 852,179 49.8

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
― △110,379 △760

   評価・換算差額等合計 ― ― △110,379 △8.7 △760 △0.0

Ⅲ 少数株主持分 ― ― ― ― 5,687 0.3

   純資産合計 1,018,895 78.0 512,478 40.4 857,106 50.1

   負債純資産合計 1,305,627 100.0 1,268,113 100.0 1,711,560 100.0

－12－



 （訂正前） 

(2) 中間連結損益計算書

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度の
要約損益計算書

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 953,401 100.0 793,751 100.0 2,118,653 100.0

Ⅱ 売上原価 708,117 74.3 647,416 81.6 1,512,652 71.4

   売上総利益 245,283 25.7 146,335 18.4 606,001 28.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※1 180,088 18.9 298,294 37.5 434,347 20.5

   営業利益又は損失 
      (△は損失)

65,195 6.8 △151,958 △19.1 171,654 8.1

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 524 861 1,201

 ２ 受取配当金 ― 767 ―

 ３ 過年度消費税等還付金 ― 2,334 ―

 ４ 雑収入 80 605 0.1 567 4,530 0.5 1,318 2,520 0.1

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 580 3,638 1,202

 ２ 持分法による投資損失 ― 181 539

 ３ 貸倒引当金繰入額 ― 1,788 5,367

 ４ 創立費 3,127 ― 3,522

 ５ 雑損失 517 1,010 8,171

 ６ その他 39 4,264 0.4 ― 6,618 0.8 ― 18,803 0.9

   経常利益又は損失 
      (△は損失)

61,536 6.5 △154,046 △19.4 155,370 7.3

Ⅵ 特別利益

  １ 前期損益修正益 ― ― ― 23,000 23,000 2.9 ― ― ―

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 ― ― 17

 ２ 固定資産売却損 ― 6 ―

 ３ 関係会社株式売却損 ― 1,128 ―

 ４ 商品評価損 ― 3,280 ―

 ５ 訴訟和解金 ― 5,000 ―

 ６ 貸倒引当金繰入額 ― ― ― ― 9,416 1.2 17,500 17,517 0.8

   税金等調整前中間 
   (当期)純利益又は 
      純損失(△は損失)

61,536 6.5 △140,462 △17.7 137,853 6.5

   法人税、住民税 
   及び事業税

24,685 15,080 109,131

   過年度法人税、住民税 
   及び事業税

― 13,380 ―

   法人税等調整額 2,394 27,080 2.9 50,776 79,237 10.0 △35,905 73,225 3.4

   少数株主損失 ― ― 81 0.0 8,812 0.4

   中間(当期)純利益又 
   は純損失(△は損失)

34,456 3.6 △219,618 △27.7 73,440 3.5

－13－



  
 （訂正後） 

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度の
要約損益計算書

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 913,401 100.0 793,751 100.0 1,870,653 100.0

Ⅱ 売上原価 708,117 77.5 647,416 81.6 1,512,652 80.9

   売上総利益 205,283 22.5 146,335 18.4 358,001 19.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※1 182,088 20.0 293,027 36.9 438,847 23.4

   営業利益又は損失 
      (△は損失)

23,195 2.5 △146,691 △18.5 △80,845 △4.3

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 524 861 1,201

 ２ 受取配当金 ― 767 ―

 ３ 過年度消費税等還付金 ― 2,334 ―

 ４ 雑収入 80 605 0.0 567 4,530 0.6 1,318 2,520 0.1

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 580 3,638 1,202

 ２ 持分法による投資損失 ― 181 539

 ３ 貸倒引当金繰入額 ― 1,788 5,367

 ４ 創立費 3,127 ― 3,522

 ５ 雑損失 517 1,010 8,171

 ６ その他 39 4,264 0.4 ― 6,618 0.8 ― 18,803 1.0

   経常利益又は損失 
      (△は損失)

19,536 2.1 △148,779 △18.7 △97,129 △5.2

Ⅵ 特別利益

  １ 前期損益修正益 ― ― ― 23,000 23,000 2.9 ― ― ―

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 ― ― 17

 ２ 固定資産売却損 ― 6 ―

 ３ 関係会社株式売却損 ― 1,128 ―

 ４ 商品評価損 ― 3,280 ―

 ５ 訴訟和解金 ― 5,000 ―

 ６ 貸倒引当金繰入額 ― ― ― ― 9,416 1.2 17,500 17,517 0.9

   税金等調整前中間 
   (当期)純利益又は 
      純損失(△は損失)

19,536 2.1 △135,195 △17.0 △114,646 △6.1

   法人税、住民税 
   及び事業税

24,685 15,080 109,131

   過年度法人税、住民税 
   及び事業税

― 13,380 ―

   法人税等調整額 2,394 27,080 2.9 50,776 79,237 10.0 △35,905 73,225 3.9

   少数株主損失 ― ― 81 0.0 8,812 0.4

   中間(当期)純利益又 
   は純損失(△は損失)

△7,543 △0.8 △214,352 △27.0 △179,059 △9.6

－14－



（訂正前） 

前中間連結会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

（訂正後） 

前中間連結会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

(3) 中間連結株主資本等変動計算書

株主資本
純資産計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289 1,023,289

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 ― 3,150 3,150

 中間純利益 ― ― 34,456 34,456 34,456

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 34,456 37,606 37,606

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 303,345 1,060,895 1,060,895

株主資本
純資産計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289 1,023,289

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 ― 3,150 3,150

 中間純損失 ― ― △7,543 △7,543 △7,543

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 △7,543 △4,393 △4,393

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 261,345 1,018,895 1,018,895

－15－



  
（訂正前） 

当中間連結会計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日) 

  

 
  

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 342,329 ― 1,104,679

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 4,200 4,200 ― ― 8,400

 中間純損失 ― ― △219,618 ― △219,618

 自己株式の取得 ― ― ― △27,290 △27,290

 連結子会社株式の売却 ― ― 3,920 ― 3,920

 株主資本以外の項目の中間 
 連結会計期間の変動額(純額)

― ― ― ― ―

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

4,200 4,200 △215,698 △27,290 △234,588

平成19年９月30日残高(千円) 330,800 439,950 126,630 △27,290 870,090

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 

評価差額金

評価・換算 

差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 5,687 1,109,606

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 ― ― ― 8,400

 中間純損失 ― ― ― △219,618

 自己株式の取得 ― ― ― △27,290

 連結子会社株式の売却 ― ― ― 3,920

 株主資本以外の項目の中間 
 連結会計期間の変動額(純額)

△109,618 △109,618 △5,687 △115,306

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

△109,618 △109,618 △5,687 △349,894

平成19年９月30日残高(千円) △110,379 △110,379 ― 759,711

－16－



  
（訂正後） 

当中間連結会計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日) 

  

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 89,829 ― 852,179

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 4,200 4,200 ― ― 8,400

 中間純損失 ― ― △214,352 ― △214,352

 自己株式の取得 ― ― ― △27,290 △27,290

 連結子会社株式の売却 ― ― 3,920 ― 3,920

 株主資本以外の項目の中間 
 連結会計期間の変動額(純額)

― ― ― ― ―

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

4,200 4,200 △210,432 △27,290 △229,322

平成19年９月30日残高(千円) 330,800 439,950 △120,602 △27,290 622,857

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 

評価差額金

評価・換算 

差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 5,687 857,106

中間連結会計期間中の変動額

 新株の発行 ― ― ― 8,400

 中間純損失 ― ― ― △214,352

 自己株式の取得 ― ― ― △27,290

 連結子会社株式の売却 ― ― ― 3,920

 株主資本以外の項目の中間 
 連結会計期間の変動額(純額)

△109,618 △109,618 △5,687 △115,306

中間連結会計期間中の変動額合計 
(千円)

△109,618 △109,618 △5,687 △344,628

平成19年９月30日残高(千円) △110,379 △110,379 ― 512,478

－17－



  
 （訂正前） 

前連結会計年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 

 
  

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 3,975 3,975 ― 7,950

 当期純利益 ― ― 73,440 73,440

 株主資本以外の項目の 
 連結会計年度中の変動額(純額)

― ― ― ―

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

3,975 3,975 73,440 81,390

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 342,329 1,104,679

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 

評価差額金

評価・換算 

差額等合計

平成18年３月31日残高(千円) ― ― ― 1,023,289

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 ― ― ― 7,950

 当期純利益 ― ― ― 73,440

 株主資本以外の項目の 
 連結会計年度中の変動額(純額)

△760 △760 5,687 4,926

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

△760 △760 5,687 86,317

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 5,687 1,109,606

－18－



  
（訂正後） 

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 268,889 1,023,289

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 3,975 3,975 ― 7,950

 当期純損失 ― ― △179,059 △179,059

 株主資本以外の項目の 
 連結会計年度中の変動額(純額)

― ― ― ―

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

3,975 3,975 △179,059 △171,109

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 89,829 852,179

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 

評価差額金

評価・換算 

差額等合計

平成18年３月31日残高(千円) ― ― ― 1,023,289

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 ― ― ― 7,950

 当期純損失 ― ― ― △179,059

 株主資本以外の項目の 
 連結会計年度中の変動額(純額)

△760 △760 5,687 4,926

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

△760 △760 5,687 △166,183

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 5,687 857,106

－19－



 （訂正前） 

 
  

(4) 中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
 至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
 至 平成19年９月30日)

前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
 至 平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前中間(当期)純利益 
  又は純損失(△は損失)

61,536 △140,462 137,853

  減価償却費 4,351 25,444 10,636

  貸倒引当金の増加額 5,227 76,337 110,379

  賞与引当金の増加額 ― 3,544 ―

  受取利息及び受取配当金 △524 △1,628 △1,201

  支払利息 580 3,638 1,202

  持分法による投資損失 ― 181 539

  有形固定資産除却損 ― ― 17

  関係会社株式売却損 ― 1,128 ―

  商品評価損 ― 3,280 ―

  訴訟和解金 ― 5,000 ―

  前期損益修正益 ― △23,000 ―

  売上債権の増減額（△は増加） 122,751 298,264 △411,225

  たな卸資産の減少額 42,713 112,379 76,763

  その他の流動資産の増減額 
   （△は増加）

△44,837 12,294 32,117

  仕入債務の増減額（△は減少） △242,430 △106,216 128,903

  未払消費税等の増減額（△は減少） 8,477 △13,774 20,227

  その他の流動負債の増減額 
  (△は減少）

△3,073 4,014 △4,754

  その他 △1,017 17,698 △20,264

    小計 △46,246 278,125 81,195

  利息及び配当金の受取額 524 1,619 1,201

  利息の支払額 △580 △3,591 △2,328

  法人税等の支払額 △66,911 △68,939 △107,140

  営業活動によるキャッシュ・フロー △113,213 207,213 △27,070

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △5,506 △3,323 △8,325

  有形固定資産の売却による収入 ― 42 ―

  無形固定資産の取得による支出 △15,000 △269,249 △123,961

  投資有価証券の取得による支出 ― △178,632 △139,324

  連結範囲の変更を伴う子会社株式の  
  売却による支出

― △8,406 ―

  出資金の払込による支出 △10 ― △10

  短期貸付けによる支出 ― △2,000 △14,500

  短期貸付金の回収による収入 1,000 11,546 4,000

  長期貸付けによる支出 ― ― △4,800

  長期貸付金の回収による収入 ― 300 ―

  敷金保証金の支払による支出 △6,000 △8,251 △6,000

  敷金保証金の返還による収入 7,704 ― 7,704

  投資活動によるキャッシュ・フロー △17,811 △457,972 △285,216

－20－



 
  

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
 至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
 至 平成19年９月30日)

前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
 至 平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入れによる収入 100,000 ― 200,000

  短期借入金の返済による支出 ― △16,000 △100,000

  長期借入れによる収入 ― 100,000 150,000

  長期借入金の返済による支出 ― △15,000 ―

  株式の発行による収入 3,150 8,400 7,950

  少数株主の払込による収入 ― ― 14,500

  自己株式の取得による支出 ― △27,290 ―

  財務活動によるキャッシュ・フロー 103,150 50,110 272,450

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △27,875 △200,649 △39,837

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 557,648 517,810 557,648

Ⅵ 現金及び現金同等物の 
  中間期末(期末)残高

※１ 529,772 317,161 517,810
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（訂正後） 

 
  

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
 至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
 至 平成19年９月30日)

前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
 至 平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前中間(当期)純利益 
  又は純損失(△は損失)

19,536 △135,195 △114,646

  減価償却費 4,351 20,178 10,636

  貸倒引当金の増加額 5,227 76,337 110,379

  賞与引当金の増加額 ― 3,544 ―

  受取利息及び受取配当金 △524 △1,628 △1,201

  支払利息 580 3,638 1,202

  持分法による投資損失 ― 181 539

  有形固定資産除却損 ― ― 17

  関係会社株式売却損 ― 1,128 ―

  商品評価損 ― 3,280 ―

  訴訟和解金 ― 5,000 ―

  前期損益修正益 ― △23,000 ―

  売上債権の増減額（△は増加） 164,751 90,364 △150,825

  たな卸資産の減少額 42,713 112,379 76,763

  その他の流動資産の増減額 
   （△は増加）

△44,837 12,294 32,117

  仕入債務の増減額（△は減少） △242,430 △106,216 128,903

  未払消費税等の増減額（△は減少） 8,477 △5,874 12,327

  その他の流動負債の増減額 
  (△は減少）

△3,073 4,014 △4,754

  その他 △1,017 17,698 △20,264

    小計 △46,246 78,125 81,195

  利息及び配当金の受取額 524 1,619 1,201

  利息の支払額 △580 △3,591 △2,328

  法人税等の支払額 △66,911 △68,939 △107,140

  営業活動によるキャッシュ・フロー △113,213 7,213 △27,070

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △5,506 △3,323 △8,325

  有形固定資産の売却による収入 ― 42 ―

  無形固定資産の取得による支出 △15,000 △111,249 △123,961

  投資有価証券の取得による支出 ― △136,632 △139,324

  連結範囲の変更を伴う子会社株式の  
  売却による支出

― △8,406 ―

  出資金の払込による支出 △10 ― △10

  短期貸付けによる支出 ― △2,000 △14,500

  短期貸付金の回収による収入 1,000 11,546 4,000

  長期貸付けによる支出 ― ― △4,800

  長期貸付金の回収による収入 ― 300 ―

  敷金保証金の支払による支出 △6,000 △8,251 △6,000

  敷金保証金の返還による収入 7,704 ― 7,704

  投資活動によるキャッシュ・フロー △17,811 △257,972 △285,216

－22－



 
  

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
 至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
 至 平成19年９月30日)

前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
 至 平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入れによる収入 100,000 ― 200,000

  短期借入金の返済による支出 ― △16,000 △100,000

  長期借入れによる収入 ― 100,000 150,000

  長期借入金の返済による支出 ― △15,000 ―

  株式の発行による収入 3,150 8,400 7,950

  少数株主の払込による収入 ― ― 14,500

  自己株式の取得による支出 ― △27,290 ―

  財務活動によるキャッシュ・フロー 103,150 50,110 272,450

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △27,875 △200,649 △39,837

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 557,648 517,810 557,648

Ⅵ 現金及び現金同等物の 
  中間期末(期末)残高

※１ 529,772 317,161 517,810
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（訂正前） 

(5) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成19年４月１日 

    至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成19年３月31日）

―――――

  当社グループは、当中間連結会計
期間において、営業損失151,958千円、
経常損失154,046 千円、中間純損失
219,618千円を計上いたしました。  
当該状況により、当社グループには継
続事業の前提に関する重要な疑義が存
在しております。  
当社グループは、当該状況を解消すべ
く以下の施策を実施してまいります。  
１． グループ中長期事業計画の再構築 
子会社を含め３社による事業シナジー
の明確化や対顧客戦略の共有化など、
グループ戦略会議の開催にて情報の共
有と営業の協力体制を強化します。  
また、仕入代行業や商社機能を持った
流通事業、宿泊施設等の再生事業な
ど、今後の事業戦略として、事業の子
会社化を前提にしたアライアンスパー
トナー企業の選別を実施し、当社グル
ープに取り込み事業シナジーを追求す
ることにより、損益の黒字化を達成い
たします。  
２． 財務体質の改善  
当社グループは、セールスプロデュー
スが主力であり、本来多額な資金を
（仕入）原価とするようなビジネスモ
デルはありませんでした。今後は前記
１のようにグループ化への囲い込みの
ための資金や新たに参入する事業への
資金投入が不可欠であると考えており
ます。そのために現在、第三者割当増
資による資金調達を準備しており、積
極的に事業展開を行ってゆくと同時に
財務基盤の強化を図ってゆく所存で
す。  
 上記の施策により、継続企業の前提
に関する重要な疑義を解消できるもの
と判断しております。中間連結財務諸
表は継続企業を前提として作成されて
おり、このような重要な疑義の影響を
反映しておりません。  
 

―――――
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（訂正後） 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成19年４月１日 

    至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成19年３月31日）

―――――

  当社グループは、当中間連結会計
期間において、営業損失146,691千円、
経常損失148,779 千円、中間純損失
214,352千円を計上いたしました。  
当該状況により、当社グループには継
続事業の前提に関する重要な疑義が存
在しております。  
当社グループは、当該状況を解消すべ
く以下の施策を実施してまいります。  
１． グループ中長期事業計画の再構築 
子会社を含め３社による事業シナジー
の明確化や対顧客戦略の共有化など、
グループ戦略会議の開催にて情報の共
有と営業の協力体制を強化します。  
また、仕入代行業や商社機能を持った
流通事業、宿泊施設等の再生事業な
ど、今後の事業戦略として、事業の子
会社化を前提にしたアライアンスパー
トナー企業の選別を実施し、当社グル
ープに取り込み事業シナジーを追求す
ることにより、損益の黒字化を達成い
たします。  
２． 財務体質の改善  
当社グループは、セールスプロデュー
スが主力であり、本来多額な資金を
（仕入）原価とするようなビジネスモ
デルはありませんでした。今後は前記
１のようにグループ化への囲い込みの
ための資金や新たに参入する事業への
資金投入が不可欠であると考えており
ます。そのために現在、第三者割当増
資による資金調達を準備しており、積
極的に事業展開を行ってゆくと同時に
財務基盤の強化を図ってゆく所存で
す。  
 上記の施策により、継続企業の前提
に関する重要な疑義を解消できるもの
と判断しております。中間連結財務諸
表は継続企業を前提として作成されて
おり、このような重要な疑義の影響を
反映しておりません。  
 

―――――
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（訂正前） 

 
  

（訂正後） 

(表示方法の変更)

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

 

―――――

（中間連結貸借対照表） 

 従来、一括表示していた無形固定資産は、「ソフトウ

ェア」及び「販売権」の金額が総資産の100分の５を超

過したため、当中間連結会計期間より区分掲記すること

にいたしました。なお、前中間連結会計期間末において

無形固定資産に含めていたソフトウェア及び販売権の金

額は、それぞれ8,663千円及び14,250千円であります。 

（中間連結損益計算書） 

 従来、営業外費用のその他に含めていた「貸倒引当金

繰入額」は、営業外費用の総額の100分の10を超過した

ため、当中間連結会計期間より区分掲記することにいた

しました。なお、前中間連結会計期間末において営業外

費用の「その他」に含めていた貸倒引当金繰入額の金額

は39千円であります。 

 

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

 
―――――

（中間連結貸借対照表） 

 従来、一括表示していた無形固定資産の「販売権」

の金額が総資産の100分の５を超過したため、当中間連

結会計期間より区分掲記することにいたしました。な

お、前中間連結会計期間末において無形固定資産に含

めていた販売権の金額は14,250千円であります。 

 前中間連結会計期間において無形固定資産の中に含

めておりました「ソフトウェア」は重要性が増したた

め、当中間連結会計期間より区分掲記することにいた

しました。なお、前中間連結会計期間末において無形

固定資産に含めていたソフトウェアの金額は8,663千円

であります。 

（中間連結損益計算書） 

 従来、営業外費用のその他に含めていた「貸倒引当

金繰入額」は、営業外費用の総額の100分の10を超過し

たため、当中間連結会計期間より区分掲記することに

いたしました。なお、前中間連結会計期間において営

業外費用の「その他」に含めていた貸倒引当金繰入額

の金額は39千円であります。 
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（訂正前） 

当中間連結会計期間末(平成19年９月30日) 
  

 １ 時価のある有価証券 

 
  

 ２ 時価評価されていない主な有価証券の内容 

(有価証券関係)

区分

当中間連結会計期間(平成19年９月30日)

取得原価
(千円)

中間連結貸借
対照表計上額(千円)

差額 
(千円)

 その他有価証券

 ① 株式 274,756 164,377 △110,379

 ② 債券 ― ― ―

 ③ その他 ― ― ―

計 274,756 164,377 △110,379

区分

当中間連結会計期間
(平成19年９月30日)

中間連結貸借対照表計上額
（千円）

 その他有価証券

  非上場株式 92,100

子会社及び関連会社株式            

  関連会社株式 2,218
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（訂正後） 

当中間連結会計期間末(平成19年９月30日) 
  

 １ 時価のある有価証券 

 
  

 ２ 時価評価されていない主な有価証券の内容 

 
  

  

区分

当中間連結会計期間(平成19年９月30日)

取得原価
(千円)

中間連結貸借
対照表計上額(千円)

差額 
(千円)

 その他有価証券

 ① 株式 274,756 164,377 △110,379

 ② 債券 ― ― ―

 ③ その他 ― ― ―

計 274,756 164,377 △110,379

区分

当中間連結会計期間
(平成19年９月30日)

中間連結貸借対照表計上額
（千円）

 その他有価証券

  非上場株式 50,100

子会社及び関連会社株式            

  関連会社株式 2,218
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（訂正前） 

   
(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  
   ２ １株当たり中間(当期)純利益又は純損失及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益又は純損失 

（△は損失） 

(１株当たり情報)

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり純資産額 91,598円65銭 １株当たり純資産額 65,334円69銭 １株当たり純資産額 94,789円57銭

１株当たり中間純利益 2,981円69銭 １株当たり中間純損失 18,895円30銭 １株当たり当期純利益 6,339円08銭

 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益

2,867円83銭

 潜在株式調整後１株当たり中間純
利益につきましては、潜在株式が存
在するものの１株当たり中間純損失
が計上されているため、記載を省略
しております。

 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

6,118円42銭

項目
前中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成19年９月30日)

前連結会計年度末
(平成19年３月31日)

純 資 産 の 部 の 合 計
額 (千円)

― 759,711 1,109,606

普通株式に係る純資産
額 (千円)

― 759,711 1,103,919

差額の主な内訳 (千
円)

 少数株主持分 ― ― 5,687

普通株式の発行済株式
数(株)

― 11,758 11,646

普通株式の自己株式数
(株)

― 130 ―

１株当たり純資産額の
算定に用いられた普通
株式の数(株)

― 11,628 11,646

項目
前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純利益又は純損失

 中間(当期)純利益 
又は純損失(△は損失)
(千円)

34,456 △219,618 73,440

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

― ― ―

 普通株式に係る中間
(当期)純利益又は純損
失(△は損失)(千円)

34,456 △219,618 73,440

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

11,556 11,623 11,585

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

― ― ―

 普通株式増加数(株) 459 ― 417

(うち新株予約権(株)) (459) (―) (417)

希薄化効果を有しない
ため、潜在株式調整後1
株当たり中間（当期）
純利益の算定に含めな

― ― ―

－29－



 
  
かった潜在株式の概要

－30－



  
（訂正後） 

   
(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  
   ２ １株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益 

（△は損失） 

 
  

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり純資産額 87,972円33銭 １株当たり純資産額 44,072円80銭 １株当たり純資産額 73,108円30銭

１株当たり中間純損失 652円81銭 １株当たり中間純損失 18,442円17銭 １株当たり当期純損失 15,455円74銭

 潜在株式調整後１株当たり中間純利
益につきましては、潜在株式が存在す
るものの１株当たり中間純損失が計上
されているため、記載を省略しており
ます。

 潜在株式調整後１株当たり中間純
利益につきましては、潜在株式が存
在するものの１株当たり中間純損失
が計上されているため、記載を省略
しております。

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
につきましては、潜在株式が存在する
ものの１株当たり当期純損失が計上さ
れているため、記載を省略しておりま
す。

項目
前中間連結会計期間末
(平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成19年９月30日)

前連結会計年度末
(平成19年３月31日)

純 資 産 の 部 の 合 計
額 (千円)

― 512,478 857,106

普通株式に係る純資産
額 (千円)

― 512,478 851,419

差額の主な内訳 (千
円)

 少数株主持分 ― ― 5,687

普通株式の発行済株式
数(株)

― 11,758 11,646

普通株式の自己株式数
(株)

― 130 ―

１株当たり純資産額の
算定に用いられた普通
株式の数(株)

― 11,628 11,646

項目
前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前連結会計年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純利益又は純損失

 中間(当期)純損失
(千円)

7,543 214,352 179,059

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

― ― ―

 普通株式に係る中間
(当期)純損失(千円)

7,543 214,352 179,059

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

11,556 11,623 11,585

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

― ― ―

 普通株式増加数(株) 459 ― 417

(うち新株予約権(株)) (459) (―) (417)

希薄化効果を有しない
ため、潜在株式調整後1
株当たり中間（当期）
純利益の算定に含めな
かった潜在株式の概要

― ― ―

－31－



 （訂正前） 

 
  

  

５ 中間個別財務諸表

(1) 中間貸借対照表

前中間会計期間末

(平成18年９月30日)

当中間会計期間末

(平成19年９月30日)

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 216,159 18,476 140,143

 ２ 受取手形 15,750 ― ―

 ３ 売掛金 328,975 364,880 821,599

 ４ たな卸資産 150,643 2,022 115,793

 ５ 前払費用 5,304 ― 6,477

 ６ 繰延税金資産 5,650 ― 18,938

 ７ 立替金 70,992 ― 587

 ８ その他 6,500 42,497 55,861

   貸倒引当金 △8,207 △48,930 △39,138

   流動資産合計 791,768 62.1 378,946 25.5 1,120,263 59.7

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 17,934 14,974 16,391

 ２ 無形固定資産

  (1) ソフトウェア ― 159,385 7,645

  (2) 販売権 ― 186,507 ―

  (3) その他 ― 85 100,085

   無形固定資産合計 8,748 345,978 107,731

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 ※3,5 ― 256,477 186,942

  (2) 関係会社株式 350,000 351,738 356,079

  (3) 長期営業債権 ― 219,675 ―

  (4) 長期未収金 ― ― 69,050

  (5) その他 106,305 61,276 78,287

   貸倒引当金 △275 △141,574 △57,182

  投資その他の資産合計 456,030 747,593 633,176

   固定資産合計 482,713 37.9 1,108,546 74.5 757,299 40.3

   資産合計 1,274,481 100.0 1,487,492 100.0 1,877,563 100.0

－32－



 
  

前中間会計期間末 

(平成18年９月30日)

当中間会計期間末 

(平成19年９月30日)

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 買掛金 93,312 327,208 462,298

 ２ 短期借入金 100,000 164,280 140,000

 ３ 一年以内返済予定の 

   長期借入金
※3 ― 67,200 30,000

 ４ 未払法人税等 5,591 14,288 26,898

 ５ その他 ※2 37,417 35,102 37,192

   流動負債合計 236,320 18.5 608,080 40.9 696,389 37.1

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 ※3 ― 167,800 120,000

   固定負債合計 ― ― 167,800 11.3 120,000 6.4

   負債合計 236,320 18.5 775,880 52.2 816,389 43.5

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200 25.5 330,800 22.2 326,600 17.4

 ２ 資本剰余金

  (1) 資本準備金 433,350 439,950 435,750

   資本剰余金合計 433,350 34.0 439,950 29.5 435,750 23.2

 ３ 利益剰余金

  (1) その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 280,610 78,531 299,583

   利益剰余金合計 280,610 22.0 78,531 5.3 299,583 16.0

 ４ 自己株式 ― ― △27,290 △1.8 ― ―

   株主資本合計 1,038,160 81.5 821,991 55.2 1,061,933 56.6

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
― △110,379 △760

   評価・換算差額等合計 ― △110,379 △7.4 △760 △0.1

   純資産合計 1,038,160 81.5 711,611 47.8 1,061,173 56.5

   負債純資産合計 1,274,481 100.0 1,487,492 100.0 1,877,563 100.0

－33－



  
 （訂正後） 

 
  

前中間会計期間末

(平成18年９月30日)

当中間会計期間末

(平成19年９月30日)

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 216,159 18,476 140,143

 ２ 受取手形 15,750 ― ―

 ３ 売掛金 286,975 312,380 561,199

 ４ たな卸資産 150,643 2,022 115,793

 ５ 前払費用 5,304 ― 6,477

 ６ 繰延税金資産 5,650 ― 18,938

 ７ 立替金 70,992 ― 587

 ８ その他 6,500 42,497 55,861

   貸倒引当金 △8,207 △48,930 △39,138

   流動資産合計 749,768 60.8 326,446 26.3 859,863 53.2

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産 ※1 17,934 14,974 16,391

 ２ 無形固定資産

  (1) ソフトウェア ― 6,651 7,645

  (2) 販売権 ― 186,507 ―

  (3) その他 ― 85 100,085

   無形固定資産合計 8,748 193,245 107,731

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 ※3,5 ― 214,477 186,942

  (2) 関係会社株式 350,000 351,738 356,079

  (3) 長期営業債権 ― 219,675 ―

  (4) 長期未収金 ― ― 69,050

  (5) その他 106,305 61,276 78,287

   貸倒引当金 △275 △141,574 △57,182

  投資その他の資産合計 456,030 705,593 633,176

   固定資産合計 482,713 39.2 913,812 73.7 757,299 46.8

   資産合計 1,232,481 100.0 1,240,259 100.0 1,617,163 100.0

－34－



前中間会計期間末 

(平成18年９月30日)

当中間会計期間末 

(平成19年９月30日)

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年３月31日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 買掛金 93,312 327,208 462,298

 ２ 短期借入金 100,000 164,280 140,000

 ３ 一年以内返済予定の 

   長期借入金
※3 ― 67,200 30,000

 ４ 未払法人税等 5,591 14,288 26,898

 ５ その他 ※2 37,417 35,102 29,291

   流動負債合計 236,320 19.2 608,080 49.0 688,489 42.6

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 ※3 ― 167,800 120,000

   固定負債合計 ― ― 167,800 13.5 120,000 7.4

   負債合計 236,320 19.2 775,880 62.6 808,489 50.0

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 324,200 26.3 330,800 26.7 326,600 20.2

 ２ 資本剰余金

  (1) 資本準備金 433,350 439,950 435,750

   資本剰余金合計 433,350 35.1 439,950 35.4 435,750 27.0

 ３ 利益剰余金

  (1) その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 238,610 △168,702 47,083

   利益剰余金合計 238,610 19.4 △168,702 △13.6 47,083 2.9

 ４ 自己株式 ― ― △27,290 △2.2 ― ―

   株主資本合計 996,160 80.8 574,757 46.3 809,433 50.1

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
― △110,379 △760

   評価・換算差額等合計 ― △110,379 △8.9 △760 △0.1

   純資産合計 996,160 80.8 464,378 37.4 808,673 50.0

   負債純資産合計 1,232,481 100.0 1,240,259 100.0 1,617,163 100.0

－35－



 （訂正前） 

 
  

(2) 中間損益計算書

前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 881,660 100.0 608,954 100.0 1,863,508 100.0

Ⅱ 売上原価 711,275 80.7 541,409 88.9 1,416,830 76.0

   売上総利益 170,384 19.3 67,544 11.1 446,678 24.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 155,735 17.7 242,976 39.9 371,595 20.0

   営業利益又は損失  
   (△は損失)

14,649 1.6 △175,431 △28.8 75,082 4.0

Ⅳ 営業外収益 ※1 7,756 0.9 3,870 0.6 9,564 0.5

Ⅴ 営業外費用 ※2 1,137 0.1 6,899 1.1 14,737 0.8

   経常利益又は損失  
   (△は損失)

21,268 2.4 △178,461 △29.3 69,910 3.7

Ⅵ 特別利益 ※3 ― ― 23,000 3.8 ― ―

Ⅶ 特別損失 ※4 ― ― 6,136 1.0 9,437 0.5

   税引前中間(当期) 
   純利益又は純損失  
   (△は損失)

21,268 2.4 △161,597 △26.5 60,473 3.2

   法人税、住民税 
   及び事業税

4,337 145 64,669

   過年度法人税、住民 
   税及び事業税

― 13,380 ―

   法人税等調整額 5,209 9,547 1.1 45,928 59,454 9.8 △34,890 29,778 1.6

   中間(当期)純利益又 
   は純損失(△は損失)

11,721 1.3 △221,052 △36.3 30,694 1.6

－36－



  
（訂正後） 

前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 841,660 100.0 608,954 100.0 1,615,508 100.0

Ⅱ 売上原価 711,275 84.5 541,409 88.9 1,416,830 87.7

   売上総利益 130,384 15.5 67,544 11.1 198,678 12.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費 157,735 18.7 237,709 39.0 376,095 23.3

   営業利益又は損失  
   (△は損失)

△27,350 △3.2 △170,165 △27.9 △177,417 △11.0

Ⅳ 営業外収益 ※1 7,756 0.9 3,870 0.6 9,564 0.6

Ⅴ 営業外費用 ※2 1,137 0.1 6,899 1.1 14,737 0.8

   経常利益又は損失  
   (△は損失)

△20,731 △2.5 △173,194 △28.4 △182,589 △11.3

Ⅵ 特別利益 ※3 ― ― 23,000 3.8 ― ―

Ⅶ 特別損失 ※4 ― ― 6,136 1.0 9,437 0.6

   税引前中間(当期) 
   純利益又は純損失  
   (△は損失)

△20,731 △2.5 △156,331 △25.6 △192,026 △11.9

   法人税、住民税 
   及び事業税

4,337 145 64,669

   過年度法人税、住民 
   税及び事業税

― 13,380 ―

   法人税等調整額 5,209 9,547 1.1 45,928 59,454 9.8 △34,890 29,778 1.8

   中間(当期)純利益又 
   は純損失(△は損失)

△30,278 △3.6 △215,785 △35.4 △221,805 △13.7

－37－



（訂正前） 

前中間会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

 
  

(3) 中間株主資本等変動計算書

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 1,575

 中間純利益 ― ― ―

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 1,575

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 433,350

株主資本

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 268,889 268,889 1,023,289 1,023,289

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 ― ― 3,150 3,150

 中間純利益 11,721 11,721 11,721 11,721

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

11,721 11,721 14,871 14,871

平成18年９月30日残高(千円) 280,610 280,610 1,038,160 1,038,160

－38－



  
（訂正後） 

前中間会計期間(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日) 

  

 
  

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 1,575 1,575 1,575

 中間純損失 ― ― ―

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

1,575 1,575 1,575

平成18年９月30日残高(千円) 324,200 433,350 433,350

株主資本

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 268,889 268,889 1,023,289 1,023,289

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 ― ― 3,150 3,150

 中間純損失 △30,278 △30,278 △30,278 △30,278

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

△30,278 △30,278 △27,128 △27,128

平成18年９月30日残高(千円) 238,610 238,610 996,160 996,160

－39－



  
（訂正前） 

当中間会計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日) 

  

 
  

株主資本

資本剰余金 利益剰余金

資本金
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 435,750 299,583 299,583

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 4,200 4,200 4,200 ― ―

 中間純損失 ― ― ― △221,052 △221,052

 自己株式の取得 ― ― ― ― ―

 株主資本以外の項目の中間 
 会計期間中の変動額(純額)

― ― ― ― ―

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

4,200 4,200 4,200 △221,052 △221,052

平成19年９月30日残高(千円) 330,800 439,950 439,950 78,531 78,531

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券 

評価差額金

評価・換算  

差額等合計
自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) ― 1,061,933 △760 △760 1,061,173

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 ― 8,400 ― ― 8,400

 中間純損失 ― △221,052 ― ― △221,052

 自己株式の取得 △27,290 △27,290 ― ― △27,290

 株主資本以外の項目の中間 
 会計期間中の変動額(純額)

― ― △109,618 △109,618 △109,618

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

△27,290 △239,942 △109,618 △109,618 △349,561

平成19年９月30日残高(千円) △27,900 821,991 △110,379 △110,379 711,611
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 （訂正後） 

当中間会計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日) 

  

 
  

株主資本

資本剰余金 利益剰余金

資本金
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 435,750 47,083 47,083

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 4,200 4,200 4,200 ― ―

 中間純損失 ― ― ― △215,785 △215,785

 自己株式の取得 ― ― ― ― ―

 株主資本以外の項目の中間 
 会計期間中の変動額(純額)

― ― ― ― ―

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

4,200 4,200 4,200 △215,785 △215,785

平成19年９月30日残高(千円) 330,800 439,950 439,950 △168,702 △168,702

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券 

評価差額金

評価・換算  

差額等合計
自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) ― 809,433 △760 △760 808,673

中間会計期間中の変動額

 新株の発行 ― 8,400 ― ― 8,400

 中間純損失 ― △215,785 ― ― △215,785

 自己株式の取得 △27,290 △27,290 ― ― △27,290

 株主資本以外の項目の中間 
 会計期間中の変動額(純額)

― ― △109,618 △109,618 △109,618

中間会計期間中の変動額合計 
(千円)

△27,290 △234,675 △109,618 △109,618 △344,293

平成19年９月30日残高(千円) △27,900 574,758 △110,379 △110,379 464,379
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 （訂正前） 

前事業年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 

  

 
  

 
  

株主資本

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計資本金
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益 

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775 268,889 268,889 1,023,289

事業年度中の変動額

 新株の発行 3,975 3,975 3,975 ― ― 7,950

 当期純利益 ― ― ― 30,694 30,694 30,694

 株主資本以外の項目の事業 
 年度中の変動額(純額)

― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 
(千円)

3,975 3,975 3,975 30,694 30,694 38,644

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 435,750 299,583 299,583 1,061,933

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券 

評価差額金

評価・換算 

差額等

平成18年３月31日残高(千円) ― ― 1,023,289

事業年度中の変動額

 新株の発行 ― ― 7,950

 当期純利益 ― ― 30,694

 株主資本以外の項目の事業 
 年度中の変動額(純額)

△760 △760 △760

事業年度中の変動額合計 
(千円)

△760 △760 37,884

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 1,061,173
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（訂正後） 

前事業年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 

  

 
  

株主資本

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計資本金
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益 

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 322,625 431,775 431,775 268,889 268,889 1,023,289

事業年度中の変動額

 新株の発行 3,975 3,975 3,975 ― ― 7,950

 当期純損失 ― ― ― △221,805 △221,805 △221,805

 株主資本以外の項目の事業 
 年度中の変動額(純額)

― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 
(千円)

3,975 3,975 3,975 △221,805 △221,805 △213,855

平成19年３月31日残高(千円) 326,600 435,750 435,750 47,083 47,083 809,433

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証

券 

評価差額金

評価・換算 

差額等合計

平成18年３月31日残高(千円) ― ― 1,023,289

事業年度中の変動額

 新株の発行 ― ― 7,950

 当期純損失 ― ― △221,805

 株主資本以外の項目の事業 
 年度中の変動額(純額)

△760 △760 △760

事業年度中の変動額合計 
(千円)

△760 △760 △214,615

平成19年３月31日残高(千円) △760 △760 808,673
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（訂正前） 

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成19年４月１日 

    至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成19年３月31日）

―――――

 当社は、当中間会計期間において、
営 業 損 失 175,431 千 円、経 常 損 失
178,461千円、中間純損失221,052千円
を計上いたしました。企画プロジェク
ト案件の進行により、売上予算計上が
目標を下回ったこと。また、売掛債権
のうち回収困難とされる債権の会計処
理にて、大幅な貸倒引当金計上いたし
ました。  
当該状況により、継続事業の前提に関
する重要な疑義が存在しております。  
 当社は、当該状況を解消すべく以下
の施策を実施しております。  
１． 各プロジェクト管理の一元化  
プロジェクト間の調整および進捗管理
や与信管理の強化により、リスク管理
とクロージングを一元管理し、事業ス
ピードの効率化を図ります。また、与
信管理の強化のために内部監査部門に
よる監査チェックを強化いたします。
これらの諸策により、損益の黒字化を
図ります。  
２． 財務体質の改善  
当社は、セールスプロデュースが主力
であり、本来多額な資金を（仕入）原
価とするようなビジネスモデルはあり
ませんでした。しかし、今後は新たに
参入する事業や事業の子会社化への資
金投入が不可欠であると考えておりま
す。そのために現在、第三者割当増資
による資金調達を準備しており、積極
的に事業展開を行ってゆくと同時に財
務基盤の強化を図ってゆく所存です。  
上記の施策により、継続企業の前提に
関する重要な疑義を解消できるものと
判断しております。中間財務諸表は継
続企業を前提として作成されており、
このような重要な疑義の影響を反映し
ておりません。  
 

―――――
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 （訂正後） 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自 平成19年４月１日 

    至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

    至 平成19年３月31日）

―――――

 当社は、当中間会計期間において、
営 業 損 失 170,165 千 円、経 常 損 失
173,194千円、中間純損失215,785千円
を計上いたしました。企画プロジェク
ト案件の進行により、売上予算計上が
目標を下回ったこと。また、売掛債権
のうち回収困難とされる債権の会計処
理にて、大幅な貸倒引当金計上いたし
ました。  
当該状況により、継続事業の前提に関
する重要な疑義が存在しております。  
 当社は、当該状況を解消すべく以下
の施策を実施しております。  
１． 各プロジェクト管理の一元化  
プロジェクト間の調整および進捗管理
や与信管理の強化により、リスク管理
とクロージングを一元管理し、事業ス
ピードの効率化を図ります。また、与
信管理の強化のために内部監査部門に
よる監査チェックを強化いたします。
これらの諸策により、損益の黒字化を
図ります。  
２． 財務体質の改善  
当社は、セールスプロデュースが主力
であり、本来多額な資金を（仕入）原
価とするようなビジネスモデルはあり
ませんでした。しかし、今後は新たに
参入する事業や事業の子会社化への資
金投入が不可欠であると考えておりま
す。そのために現在、第三者割当増資
による資金調達を準備しており、積極
的に事業展開を行ってゆくと同時に財
務基盤の強化を図ってゆく所存です。  
上記の施策により、継続企業の前提に
関する重要な疑義を解消できるものと
判断しております。中間財務諸表は継
続企業を前提として作成されており、
このような重要な疑義の影響を反映し
ておりません。  
 

―――――
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（訂正前） 

(5) 中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に 
関する会計基準) 
 当中間会計期間より「貸借対照表
の純資産の部の表示に関する会計基
準」（企業会計基準委員会 平成17
年12月９日 企業会計基準第５号）
及び「貸借対照表の純資産の部の表
示に関する会計基準等の適用指針」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月９日 企業会計基準適用指針第８
号）を適用しております。これによ
る損益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に
相当する金額は、1,038,160千円で
あります。 
 中間財務諸表等規則の改正によ
り、当中間会計期間における中間財
務諸表は、改正後の中間財務諸表等
規則により作成しております。

―――――

(貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準) 
 当事業年度より「貸借対照表の純
資産の部の表示に関する会計基準」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月９日 企業会計基準第５号）及び
「貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準等の適用指針」（企
業会計基準委員会 平成17年12月９
日 企業会計基準適用指針第８号）
を適用しております。これによる損
益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に
相当する金額は、1,061,173千円で
あります。 
 なお、財務諸表等規則の改正によ
り、当事業年度における財務諸表
は、改正後の財務諸表等規則により
作成しております。

(ストック・オプション等に関する
会計基準)
 当中間会計期間より「ストック・
オプション等に関する会計基準」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月27日 企業会計基準第８号）及び
「ストック・オプション等に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基
準委員会 平成18年5月31日 企業
会計基準適用指針第11号）を適用し
ております。これによる損益に与え
る影響はありません。 

―――――

(ストック・オプション等に関する
会計基準)

当事業年度より「ストック・オプ
ション等に関する会計基準」（企業
会計基準委員会 平成17年12月27日
企業会計基準第８号）及び「ストッ
ク・オプション等に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準委員会
平成18年5月31日 企業会計基準適
用指針第11号）を適用しておりま
す。これによる損益に与える影響は
ありません。 

 (役員賞与に関する会計基準)
 当中間会計期間より「役員賞与に
関する会計基準」（企業会計基準第
４号 平成17年11月29日）を適用し
ております。これによる損益に与え
る影響はありません。

―――――

(役員賞与に関する会計基準)
 当事業年度より「役員賞与に関す
る会計基準」（企業会計基準第４号
平成17年11月29日）を適用しており
ます。これによる損益に与える影響
はありません。

―――――

（固定資産の減価償却の方法）
 当中間会計期間より「所得税法等
の一部を改正する法律（平成19年法
律第６号）」、「法人税法施行令の
一部を改正する政令（平成19年政令
第83号）」及び「減価償却資産の耐
用年数等に関する省令の一部を改正
する省令（平成19年財務省令第21
号）が平成19年４月１日から施行さ
れたことにより、固定資産の減価償
却の方法を変更しております。 
 なお、この変更による当中間会計
期間の中間財務諸表への影響は軽微
であります。

―――――
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（訂正後）  

前中間会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に 
関する会計基準) 
 当中間会計期間より「貸借対照表
の純資産の部の表示に関する会計基
準」（企業会計基準委員会 平成17
年12月９日 企業会計基準第５号）
及び「貸借対照表の純資産の部の表
示に関する会計基準等の適用指針」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月９日 企業会計基準適用指針第８
号）を適用しております。これによ
る損益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に
相当する金額は、996,160千円であ
ります。 
 中間財務諸表等規則の改正によ
り、当中間会計期間における中間財
務諸表は、改正後の中間財務諸表等
規則により作成しております。

―――――

(貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準) 
 当事業年度より「貸借対照表の純
資産の部の表示に関する会計基準」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月９日 企業会計基準第５号）及び
「貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準等の適用指針」（企
業会計基準委員会 平成17年12月９
日 企業会計基準適用指針第８号）
を適用しております。これによる損
益に与える影響はありません。 
なお、従来の「資本の部」の合計に
相当する金額は、808,673千円であ
ります。 
 なお、財務諸表等規則の改正によ
り、当事業年度における財務諸表
は、改正後の財務諸表等規則により
作成しております。

(ストック・オプション等に関する
会計基準)
 当中間会計期間より「ストック・
オプション等に関する会計基準」
（企業会計基準委員会 平成17年12
月27日 企業会計基準第８号）及び
「ストック・オプション等に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基
準委員会 平成18年5月31日 企業
会計基準適用指針第11号）を適用し
ております。これによる損益に与え
る影響はありません。 

―――――

(ストック・オプション等に関する
会計基準)

当事業年度より「ストック・オプ
ション等に関する会計基準」（企業
会計基準委員会 平成17年12月27日
企業会計基準第８号）及び「ストッ
ク・オプション等に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準委員会
平成18年5月31日 企業会計基準適
用指針第11号）を適用しておりま
す。これによる損益に与える影響は
ありません。 

 (役員賞与に関する会計基準)
 当中間会計期間より「役員賞与に
関する会計基準」（企業会計基準第
４号 平成17年11月29日）を適用し
ております。これによる損益に与え
る影響はありません。

―――――

(役員賞与に関する会計基準)
 当事業年度より「役員賞与に関す
る会計基準」（企業会計基準第４号
平成17年11月29日）を適用しており
ます。これによる損益に与える影響
はありません。

―――――

（固定資産の減価償却の方法）
 当中間会計期間より「所得税法等
の一部を改正する法律（平成19年法
律第６号）」、「法人税法施行令の
一部を改正する政令（平成19年政令
第83号）」及び「減価償却資産の耐
用年数等に関する省令の一部を改正
する省令（平成19年財務省令第21
号）が平成19年４月１日から施行さ
れたことにより、固定資産の減価償
却の方法を変更しております。 
 なお、この変更による当中間会計
期間の中間財務諸表への影響は軽微
であります。

―――――
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（訂正前） 

 
  

（訂正後） 

(表示方法の変更)

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

 

―――――

（中間貸借対照表） 

 従来、流動資産において区分掲記していた「前払費

用」及び「立替金」は、その金額が総資産の100分の５

以下となったため、当中間会計期間より流動資産の「そ

の他」に含めて表示することにいたしました。なお、当

中間会計期間末において流動資産の「その他」に含まれ

る前払費用及び立替金の金額は、それぞれ5,488千円及

び5,782千円であります。 

 従来、一括表示していた無形固定資産は「ソフトウェ

ア」の金額が総資産の100分の５を超過したため、当中

間会計期間より区分掲記することにいたしました。な

お、前中間会計期間末において無形固定資産に含めてい

たソフトウェアの金額は8,663千円であります。 

 従来、投資その他の資産のその他に含めて表示してい

た「投資有価証券」は、その金額が総資産の100分の５

を超過したため、当中間会計期間より区分掲記すること

にいたしました。なお、前中間会計期間末において投資

その他の資産の「その他」に含めていた投資有価証券の

金額は、それぞれ50,100千円であります。

前中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

 

―――――

（中間貸借対照表） 

 従来、流動資産において区分掲記していた「前払費

用」及び「立替金」は、その金額が総資産の100分の５

以下となったため、当中間会計期間より流動資産の「そ

の他」に含めて表示することにいたしました。なお、当

中間会計期間末において流動資産の「その他」に含まれ

る前払費用及び立替金の金額は、それぞれ5,488千円及

び5,782千円であります。 

 従来、一括表示していた無形固定資産は「ソフトウェ

ア」の重要性が増したため、当中間会計期間より区分掲

記することにいたしました。なお、前中間会計期間末に

おいて無形固定資産に含めていたソフトウェアの金額は

8,663千円であります。 

従来、投資その他の資産のその他に含めて表示していた

「投資有価証券」は、その金額が総資産の100分の５を

超過したため、当中間会計期間より区分掲記することに

いたしました。なお、前中間会計期間末において投資そ

の他の資産の「その他」に含めていた投資有価証券の金

額は、それぞれ50,100千円であります。
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（訂正前） 

   
(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
   ２ １株当たり中間(当期)純利益又は純損失及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益又は純損失 

（△は損失） 

(１株当たり情報)

項目
前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり純資産額 89,635円69銭 61,198円14銭 91,119円13銭

１株当たり中間(当期)
純利益又は純損失(△
は損失)

1,014円31銭 △19,018円65銭 2,649円42銭

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益
975円57銭

潜在株式調整後１株当た
り中間純利益につきまして
は、潜在株式が存在するも
のの１株当たり中間純損失
が計上されているため、記
載を省略しております。

2,557円20銭

項目
前中間会計期間末
(平成18年９月30日)

当中間会計期間末
(平成19年９月30日)

前事業年度末 
(平成19年３月31日)

純 資 産 の 部 の 合 計
額 (千円)

― 711,611 1,061,173

普通株式に係る純資産
額 (千円)

― 711,611 1,061,173

普通株式の発行済株式
数(株)

― 11,758 11,646

普通株式の自己株式数
(株)

― 130 ―

１株当たり純資産額の
算定に用いられた普通
株式の数(株)

― 11,628 11,646

項目
前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純利益又は純損失

 中間(当期)純利益 
 又は純損失(△は損
失)(千円)

11,721 △221,052 30,694

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

─ ─ ─

 普通株式に係る中間 
 (当期)純利益又は純 
 損失(△は損失)(千
円)

11,721 △221,052 30,694

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

11,556 11,623 11,585

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

─ ─ ─

 普通株式増加数(株) 459 ─ 417

(うち新株予約権(株)) (459) (─) (417)

希薄化効果を有しない
ため、潜在株式調整後
１株当たり中間(当期)
純利益の算定に含めな
かった潜在株式の概要

―

        
― ―
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 （訂正後） 

   
(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
 

   ２ １株当たり中間(当期)純損失及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益 

（△は損失） 

 
  

項目
前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり純資産額 86,009円37銭 39,936円24銭 69,437円87銭

１株当たり中間(当期)
純損失

2,620円19銭 18,565円52銭 19,145円40銭

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

 潜在株式調整後１株当た
り中間純利益につきまして
は、潜在株式が存在するも
のの１株当たり中間純損失
が計上されているため、記
載を省略しております。

潜在株式調整後１株当た
り中間純利益につきまして
は、潜在株式が存在するも
のの１株当たり中間純損失
が計上されているため、記
載を省略しております。

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益につきまして
は、潜在株式が存在するも
のの１株当たり当期純損失
が計上されているため、記
載を省略しております。

項目
前中間会計期間末
(平成18年９月30日)

当中間会計期間末
(平成19年９月30日)

前事業年度末 
(平成19年３月31日)

純 資 産 の 部 の 合 計
額 (千円)

― 464,378 808,673

普通株式に係る純資産
額 (千円)

― 464,378 808,673

普通株式の発行済株式
数(株)

― 11,758 11,646

普通株式の自己株式数
(株)

― 130 ―

１株当たり純資産額の
算定に用いられた普通
株式の数(株)

― 11,628 11,646

項目
前中間会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

前事業年度
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

１株当たり中間(当期) 
純損失

 中間(当期)純損失 
 (千円)

30,278 215,785 221,805

 普通株主に帰属しな 
 い金額(千円)

─ ─ ─

 普通株式に係る中間 
 (当期)純損失(千円)

30,278 215,785 221,805

 普通株式の期中平均 
 株式数(株)

11,556 11,623 11,585

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

 中間(当期)純利益 
 調整額(千円)

─ ─ ─

 普通株式増加数(株) 459 ─ 417

(うち新株予約権(株)) (459) (─) (417)

希薄化効果を有しない
ため、潜在株式調整後
１株当たり中間(当期)
純利益の算定に含めな
かった潜在株式の概要

―

        
― ―
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（訂正前） 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（訂正後） 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

【生産、受注及び販売の状況】

(3) 販売実績

事業の種類

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

金額(千円) 前年同期比(％) 金額(千円) 前年同期比(％)

セールスプロデュース業 953,401 ― 833,751 △12.5

合計 953,401 ― 833,751 △12.5

相手先

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱アイ・ウェイブ・デザイン ― ― 150,000 18.0

㈱総合科学出版 ― ― 150,000 18.0

㈱ビューティアド 209,422 22.0 146,561 17.6

㈱黒澤プロダクション ― ― 104,761 12.6

事業の種類

前中間連結会計期間

(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

金額(千円) 前年同期比(％) 金額(千円) 前年同期比(％)

セールスプロデュース業 913,401 ― 793,751 △16.7

合計 913,401 ― 793,751 △16.7

相手先

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱アイ・ウェイブ・デザイン ― ― 150,000 18.9

㈱総合科学出版 ― ― 150,000 18.9

㈱ビューティアド 209,422 22.9 146,561 18.5

㈱黒澤プロダクション ― ― 104,761 13.2
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